
政策課題　●ふじのみやの一次産業イノベーションについて

産業都市委員会

　『新しい生活様式の名の下、富士宮市の観光を考えていく』というテーマで、マウントフジ里山バケーション
様、白糸の滝観光組合様を視察させていただきました。
　世界の環境資源を知るマウントフジ里山バケーションの代表者になぜ、富士宮市で事業展開をされること
にしたのかを伺いました。他者視点での当市の魅力として、今後さらに伸ばす余地のある領域が多く存在する
と思いました。

　白糸の滝観光組合では、コロナ禍の観光状況を伺いました。
訪日外国人観光客は少ないものの、行動規制の無いゴールデン
ウィークには、沢山の観光客が訪れたとのこと。また、白糸の滝
ライトアップ事業の反響の多さにより、改めて白糸の滝の魅力を
再確認できました。
　マーケティング視点で考えると、富士宮市は、海外や県外の人か
ら見て、どんなイメージなのかを考えていかなくてはなりません。
　神社やお寺など日本独自の文化や食文化は海外から訪れる方
にとっては大変興味深いものであると思います。円安である今、
当市の観光について今後も調査研究してまいります。

　議会だよりは、議会の様子を「分かりやすく、親しみやすく」という目標のもと作成しております。
それに加え、表紙を市内各高校等の生徒さんに作成をお願いすることで、「手にとってもらいやすい議会だよ
り」を目指しております。
　様々な年代の方に見てもらい、色々な意見を募集して
おりますので、時代の転換期である「今」を市民の皆様
と共有できる広報誌として作成していきます。
　各議員の一般質問や主な事業内容についてなどお知
らせする内容が多岐にわたりますが、この議会だよりを
読んで、感想など、多くのご意見をお聞かせいただけれ
ばと思います。
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